
【吉井美咲さん（吉賀高校卒業生・法政大学４年）のコメント】 

今回、大学生として吉賀高校や吉賀町に戻ることができ大変嬉しく思います。 

吉賀高校を卒業してから３年以上が経過しましたが、それにも関わらず、多くの地域

の方々が声をかけてくださり、改めてこの町が私の第二の故郷であることを実感しま

した。今回の高大協働研究では、まず第一に高校生たちの「want」を大切に出来たら

と思っていました。実際に交流してみると、私たちの予想以上にしっかりとした考え

を持っている生徒が多く、対話を重ねる中で面白い発見が多くありました。これから

も自分のしたいことに真撃に向き合い、周りの人を巻き込みながら、そして何より自

分自身がワクワクしながらアントレを進められるよう心から応援しています。 

また、１０月の東京研修で皆さんと再会が出来ることを楽しみにしています。 

 

【栗原雫さんのコメント】 

 今回の新人戦では、一回戦勝つことが出来てとても嬉しかったです。来月には県大会があるので練習期間は短

いですが、今回の反省を生かして練習し、大会当日までに改善していきたいです。そして県大会でも、まずは一

回戦勝てるように頑張ります。 

 

 

 

 

 

     

「経験を増やす夏」から「言葉を紡ぐ秋」へ      校長 河井俊彦 

 この夏、池田エライザさんが主演をつとめた NHK 連続ドラマ『舟を編む～私、辞書

をつくります～』の影響を受け、２学期の始業式では吉高生に「言葉が持つ力」「言葉が

持つ影響力」について話をしました。 

そんな折、先日「少年の主張鹿足郡大会」の審査員を務める機会をいただきました。

大会では、鹿足郡内中学生代表９名が、次代を担う若者としての自覚に立ち、中学生ら

しい鋭い感性で、自分の経験を社会のよりよい未来へつなげようと、一人ひとりが自分

の言葉で一生懸命堂々と語りかける姿に深い感銘を受けました。 

吉高生もまた、「経験を増やす夏」をテーマに、地元や吉賀町で地域のみなさんと関わ

りながら多くの経験を積み重ねてきました。今後も「総合的な探究の時間（アントレ）」

を中心に、活動の場を地域へと広げていきます。その経験で得た想いや願いを、しっか

りと言葉で表現し、発信する力を、吉高としてさらに育んでいきたいと思っています。 

 

 

 

８月 23日（土）・24日（日）に、益田運動公園にて開催された石見地区予選

に、硬式テニス団体戦・個人戦（シングルス・ダブルス）に出場しました。 

【結果】ダブルス：栗原・佐藤 １ ― ６ 浜田  1回戦敗退 

シングル：佐藤  ４ ―  ６ 浜田  1回戦敗退 

         桑原  ６ ―  ３ 浜田 

             １ ―  ６ 益田  2回戦敗退 

（順位決定戦）桑原  ９ ― １１ 益田 

            １０ ―  ８ 浜田  7位 

 

 

 

 

 

８月 22 日（金）に１年生がアントレプレナーシップ教育で法政大学・桜美林大学の学生７名と交流し、大学生

と探究アイディアを広げる貴重な体験をさせていただきました。地域の方々も対話にご参加いただき、ありがとう

ございました。10月の研修旅行の際も大学生と一緒に活動することになっているので、少しでも成長を感じてもら

えるよう日々学校での活動時間に力を入れたいと思います。 
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高大協働研究～夏～（with 法政大学・桜美林大学） 

令和 7年度島根県高等学校テニス新人大会 石見地区予選 

【水津亜輝人さんのコメント】 

とても楽しかった。大学生は、自分たちがアントレで考えている課題に対して、明

確な答えを提示するのではなく、自分たちで答えが出せるように導いてくれたように

感じた。自分たちの班は、メインとなる軸が決まっていなくてグラグラしていたけど、

メインとなる軸を決めるように導いてくれたため、その軸を基に活動できるようにな

った。とても視界がクリアになってよかった。ありがたかったです。 

 



 

 

 

８月 29 日（金）・30 日（土）、「笑顔満祭」をテーマに、よしか祭（文化祭）を開催しました。各クラスが趣向

を凝らしたマーケットや PTA の方々が振舞ってくださったカレーはご来場の皆さまに大変ご好評をいただき、あ

っという間に完売するほどの賑わいとなりました。また、生徒の実践的な金融教育の一環として、島根県内の公立

高校で初めて「auPAY電子決済」を導入し、スムーズに運営することができました 

さらに、生徒の可能性が存分に発揮されたポテンシャル全開のステージ発表や展示・お茶席なども行われ、地域

や保護者の皆さまの笑顔があふれる、楽しく賑やかで達成感に満ちた２日間となりました。 

 これからも吉高生は、地域の皆さまとともに吉賀町を明るくする存在であり続けます。地域の皆さま、保護者の

皆さま、多くのご来場を賜り、誠にありがとうございました。 

  文化祭 ８月２９日（金）・8月 30日（土） 

〈生徒企画〉     〈部活動展示・お茶席〉                   

 

 

 

  

 

 

〈芸術鑑賞〉 

 

 

 

 

 

 

〈有志企画〉                                        

 

 

 

 

〈音楽部発表〉 

 

 

 

 

〈吉高マーケット〉  

 

 

 

 

 

 

【生徒会長：石田大和さんのコメント】 

 今回のよしか祭を通して、クラスの団結力や一人ひとりの

努力を凄く感じました。よしか祭の準備期間は思い通りにい

かないこともあり大変でしたが、本番になるととても楽しく

やりきったなと達成感が得られる文化祭でした。また地域や

保護者の方、多くの方に足を運んでいただき皆でたった一度

の笑顔で溢れる最高のよしか祭に出来たのでよかったです。 

 R７年度 学園祭「よしか祭 笑顔満祭（えがおまんさい）」 


